
 

 

第８６５回 小浜市教育委員会 
 

                                          と き：令和 6年 3月 18日（月） 

                                                      午後 3時 30分～ 

                      ところ：小浜市役所 4階 401会議室 

 

 

 

                    

１．会議録 第８６４回の承認 

 

 

 

２．報 告 

報告第５号 諸般の報告 R6.2.16～R6.3.17 

        行 事 予 定 R6.3.18～R6.4.30 (P1～P4) 

【教育総務課】【生涯学習スポーツ課】 

 

 報告第６号 財産の取得について (P5～P7) 【教育総務課】 

 

 

 

３．議 案 

議案第５号 令和６年度小浜市学校教育方針について (P8～P10) 【教育総務課】 

 

 

 

４．教育長報告 

 

 

 

５．その他 

 



 （２月１６日 ～３月１７日） 【教育総務課】

月　　日 場　　所 内　　　　　　容 出席者（参加者）

2月16日（金） 庁内 令和５年度小浜市教育委員会表彰式 教育長、教育委員

2月16日（金） 庁内 【第864回定例教育委員会】 教育長、教育委員

2月19日（月） 庁内 令和５年度第４回市校長会
教育長、上田職務代
理者、職員

2月20日（火） 議場
【小浜市議会３月定例会　開会】（3月22日まで 会期32日
間）

教育長、職員

2月28日（水） 庁内 第２回総合教育会議
市長、教育長、教育
委員、職員

2月29日（水） 文化会館 第２回食の教育推進委員会 教育長、職員

3月11日（月） 庁内
小浜市連合婦人会報告および学校教育への寄附に対する感謝
状贈呈式

市長、教育長、職員

3月13日（水） 庁内 ＦＭ福井防犯ブザー贈呈式 市長・教育長

3月14日（木）
　 15日（金）

議場 【小浜市議会3月定例会　一般質問】 教育長、職員

教育長

上田職務代理者

教育長

村上委員

桂田委員

村上委員

坂下委員

坂下委員

西津小学校　　　卒業式　午前９時開式 上田職務代理者

村上委員

加斗小学校　　　卒業式　午前９時開式 桂田委員

諸　般　の　報　告

学校行事

3月8日（金）
小浜中学校　　　卒業式　午前９時３０分開式

小浜第二中学校　卒業式　午前９時開式

3月12日（火）
雲浜小学校　　　卒業式　午前９時開式

小浜美郷小学校　卒業式　午前９時開式

3月14日（木）

内外海小学校　　卒業式　午前９時開式

今富小学校　　　卒業式　午前９時開式

中名田小学校　　卒業式　午前９時開式

3月15日（金）

小浜小学校　　　卒業式　午前９時開式

口名田小学校　　卒業式　午前９時開式
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 （３月１８日 ～ ４月３０日） 【教育総務課】

月　　日 場　　所 内　　　　　　容 出席（参加）予定者

3月18日（月） 庁内 【第865回定例教育委員会】 教育長、教育委員

3月21日（木） 庁内 令和５年度小浜市食育推進会議 市長、教育長

3月22日（金） 議場 【小浜市議会３月定例会　委員長報告・採決】 教育長、職員

3月27日（水） 庁内 退職教職員感謝状贈呈式 市長、教育長、職員

3月29日（金） 庁内 市職員退職者辞令交付式 教育長、職員

教職員辞令交付式 教育長

市職員辞令交付式 市長・教育長

教育委員会 会計年度任用職員辞令交付式 教育長

4月2日（火） 庁内 市校長会・教頭会
教育長・上田職務代
理者

4月9日（火） 福井市 第１回市町教育長会議 教育長

4月19日（金） 庁内 【第866回定例教育委員会】 教育長、全委員

4月25日（木）
4月26日（金）

愛知県
刈谷市

第３４回東海北陸都市教育長協議会定期総会 教育長

行　事　予　定

4月1日（月） 庁内
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 （２月１６日 ～３月１７日） 【生涯学習スポーツ課】

月　　日 場　　所 内　　　　　　容 出席者（参加者）

2月17日(土) 働く婦人の家 第8回小浜市成人大学講座（小浜人権フェスタ） 教育長、職員

2月18日(日) 高浜町
嶺南地方子ども会かるた大会
主催：嶺南地方子ども会育成連絡会

職員

2月29日(木) 市庁舎 第6回小浜市部活動の地域移行に関する検討委員会 教育長・職員

3月3日(日) 旭座 第19回旭座上方落語会 職員

3月3日(日) 文化会館
文芸おばま事業「それいけ音楽会」
若狭ウインドアンサンブル第26回定期演奏会

職員

3月7日(木) 市庁舎 小浜市スポーツ協会常任理事会 職員

3月17日(日)
若狭図書

学習センター
家庭教育講演会「子育て世代と考える防災」 職員

諸　般　の　報　告
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 （３月１８日 ～ ４月３０日） 【生涯学習スポーツ課】

月　　日 場　　所 内　　　　　　容 出席（参加）予定者

3月21日(木) 市庁舎 小浜市スポーツ協会理事会 職員

3月23日(土)
～24日(日)

若狭湾少年
自然の家

スプリングキャンプ
　主催：小浜市子ども会

職員

4月3日(水) 市庁舎 OBAMA若狭マラソン大会　第２回運営委員会 副市長、教育長、職員

4月4日(木) 市庁舎 専任補導員　委嘱式および第１回会議 教育長・職員

4月5日(金) 市庁舎 小浜市スポーツ推進委員会 委嘱式および第１回会議 教育長、職員

4月9日(火) 働く婦人の家 OBAMA若狭マラソン大会　競技役員説明会 職員、競技役員

4月11日(木) 働く婦人の家 小浜市子ども会育成連合会　総会 教育長、職員

4月11日(木) 市庁舎 OBAMA若狭マラソン大会　市職員動員説明会 職員

4月21日(日)
小浜美郷小

グラウンドほか
第41回OBAMA若狭マラソン大会 市長、教育長、職員

行　事　予　定
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報告第６号 

 

 

   財産の取得について 

 

 

 財産の取得について、別紙のとおり専決処分したことについて承認を求める。 

 

 

 

令和６年３月１８日 提出 

 

 

                   小浜市教育委員会 

教育長 窪田 光宏 
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  内   容   要   点 

 

報告第６号 財産の取得について 

 

１）提案理由 

  小学校教師用教科書および指導書を取得することについて、地方自治法（昭和２２年法律第６７号）第９６

条第１項第８号および議会の議決に付すべき契約および財産の取得または処分に関する条例（昭和３９年小浜

市条例第２号）第３条の規定により、議会の議決を求めるもの。 

 

２）取得の目的 

 教科書の改訂に伴い、市内小学校９校およびふれあいスクールに、小学校教師用教科書および指導書を整備

するため。 

 

３）品名および数量 

  小学校教師用教科書 ９７５冊  

指導書 １，１０６冊 

 

４）取得金額 ２７，９９８，８０７円（消費税および地方消費税を含む。） 

 

５）契約の方法 随意契約 

 

６）契約の相手方 

  福井市上野本町４丁目１１５番地 

  株式会社福井県教科書供給所 代表取締役 勝木 健俊 

 

７）議会議決日（契約日） 令和６年３月１５日 
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○議会の議決に付すべき契約および財産の取得または処分に関する条例

昭和39年4月1日

条例第2号

(趣旨)

第1条　議会の議決に付すべき契約および財産の取得または処分に関しては、この条例の定めるところによ

る。

(議会の議決に付すべき契約)

第2条　地方自治法(昭和22年法律第67号)第96条第1項第5号の規定により議会の議決に付さなければならな

い契約は、予定価格1億5,000万円以上の工事または製造の請負とする。

(議会の議決に付すべき財産の取得または処分)

第3条　地方自治法第96条第1項第8号の規定により議会の議決に付さなければならない財産の取得または処

分は、予定価格2,000万円以上の不動産もしくは動産の買入れもしくは売払い(土地については、1件

5,000平方メートル以上のものに係るものに限る。)または不動産の信託の受益権の買入れもしくは売払

いとする。

附 則

この条例は、公布の日から施行する。

附 則(昭和52年9月28日条例第26号)

この条例は、公布の日から施行する。

附 則(昭和62年7月1日条例第21号)

この条例は、公布の日から施行する。

附 則(平成5年3月25日条例第18号)

この条例は、平成5年4月1日から施行する。
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議案第５号 

 

 

   令和６年度小浜市学校教育方針について 

 

 

 令和６年度小浜市学校教育方針を別紙のとおり定めたいので承認を求める。 

 

 

 

令和６年３月１８日 提出 

 

 

                   小浜市教育委員会 

教育長 窪田 光宏 
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令和６年度 小浜市学校教育方針（案）             

小浜市教育に関する大綱 小浜市学校教育方針 重点目標 具体的施策 主な学校教育支援事業 

【基本理念】 

食育文化都市にふさわし

い郷土を愛する心を培い、

新しい時代を生き抜く「志」

高き人材を育成する。 

～ふるさとの自然・歴史・文

化・食に誇りを持って、小浜

市の未来を切り拓く人づく

りの推進～ 

 

 

【めざす人間像】 

１ ふるさと小浜を愛する

心を根幹に、「志」を持っ

て、学びを人生や社会に

生かしていく人 

２ 自分でものを考え、自

分で決断できる力を身に

付け、未知の状況にも立

ち向かっていく人 

３  多様な人々と協働し

て、困難な課題を乗り越

えていく人 

【小浜市学校教育方針】 
 郷土を愛し、よりよい小浜と

日本の未来を創造しようとする

児童生徒の育成をめざす。 

 

【小浜市学校教育目標】 
１ ふるさとを愛し、誇りに思

う心を育む 

２ よりよい人生を生き、より

よい社会を創っていく資質・

能力を育む 

３ 健康・安全で活力ある生活

習慣を育む 

４ 食への理解を深め、望まし

い食習慣を育む 

５ すべての児童生徒と教職員

が、生き生きと学び働くこと

のできる学校づくりを進める 

 
【校長の役割】 

 校長は、目標の実現に向け、学

校内外の人材や教育資源を最大

限に活用してチーム学校として

の体制を整え、リーダーシップ

を発揮して実効ある学校経営を

進める。 

 
【教育委員会の役割】 

 教育委員会は、教育環境の適

切な整備を進め、実効ある施策

を講じて、学校の教育活動を支

援していく。 

１ ふるさとを愛し、誇りに思う心を育む 

○ ふるさと小浜を愛し、誇りに思う

心を根幹に、「志」を持って学びに向

かい、人生や社会に生かしていく児

童生徒を育てる。 

 

◇ 小中の接続を重視した探求的なふるさと学習やキャリア学習を通して、児童生徒のふるさと小浜への愛着と誇りを

高めていくとともに、小浜の未来と関わらせて自分の生き方を探求させ、「志」を持って学びに向かう態度を高めて

いけるよう支援する。 

◇ 郷土の偉人や現在地元で活躍している先輩等を積極的に取り上げ、苦難にめげず誠実に生きた、あるいは今を生き

ている人の人生模様に触れる学習を進め、児童生徒の生き方に対する考えを深めさせる。 

〇小浜の未来を担う総合教育事業（市） 

○ふるさと伝統産業体験活動事業（市） 

○キャリア教育支援 

〇ふるさと教育推進事業（CM コンテスト、プ

レゼンテーション大会）（県） 

２ よりよい人生を生き、よりよい社会を創っていく資質・能力を育む 

○ 自分でものを考え、問題解決してい

く資質・能力を身に付け、未知の状況

にも立ち向かっていく児童生徒を育

てる。 

○ 様々な価値観を持つ友達と適切に

コミュニケーションをとり、協働して

困難な課題を乗り越えていく児童生

徒を育てる。 

◇ 児童生徒の「主体的・対話的で深い学び」の実現をめざし、授業 DX を強力に推進する。 

◇ DX が描くこれからの授業に「３S 学習」を調和的にベストミックスさせながら、デジタル技術・教材を最大限に活

用して、実効ある「個別最適な学び」と「協働的な学び」を進める。 

◇ これらの学習の結果として、育成をめざす資質・能力の３本の柱（「知識・技能」、「思考力・判断力・表現力」、「学

びに向かう力・人間性」）がバランスよく育まれるようにする。 

◇ 特に、基盤としての「知識・技能」の習得・定着はおろそかにしない。そのためにも、授業と連動させて、デジタル

教材等を有効活用した個別学習タイムの工夫や家庭学習の充実を図る。 

◇ 各教科・総合的な学習・道徳・特別活動相互の関連を重視し、横断的なカリキュラム・マネジメントを進める。 

◇ 学習教材「ブルーリボンに願いを込めて」を活用した拉致問題理解学習を推進するとともに、様々な人権侵害の問

題を取り上げて児童生徒の人権感覚を研き、自他の人権を守ろうとする態度の育成を図る。 

〇リーディング DX スクール事業（国） 

○資質・能力育成対策事業（市） 

〇小中学校 ICT 教育環境整備事業（市） 

○小学校外国語支援員派遣事業（市） 

〇「引き出す・楽しむ教育」推進事業（県） 

〇小中学校ﾀﾌﾞﾚｯﾄ端末活用モデル事業（県） 

○中学校における習熟度別学習研究事業（県） 

○芸術教育推進事業（県） 

〇拉致問題理解教育（市） 

〇人権教育総合推進地域事業（県） 

３ 健康・安全で活力ある生活習慣を育む 

○ 体を動かすことが大好きな児童生

徒を育てる。 

○ 心身の健康バランスの取れた、リズ

ム良い生活を送る児童生徒を育てる。 

○ 必要な危険予知・危険回避能力を身

に付けた児童生徒を育てる。 

◇ 地域の自然を利用した体力づくりを推進するとともに、日常的に運動のできる時間の確保や場の設定を図り、体を動

かすことが好きな児童生徒を増やしながら体力向上につなげる。 

◇ 運動、栄養、休養、睡眠のバランスを考えた指導を行い、リズム良い生活の確立を図る。 

◇ 教職員および児童生徒の危険予知能力や危険回避能力の向上を図る研修や学習活動を推進する。 

◇ 通学安全パトロール隊や関係機関等と連携し、登下校時の安全・安心の充実を図る。 

○学校体育実技補助指導者派遣事業（県） 

○子どもの目と歯の健康ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄ事業（県） 

〇学校安全総合支援事業（国） 

【育成をめざす資質・能力】 

＜すべての資質･能力の根幹に位置付ける資質･能力＞ 

◆「郷土を愛する心」  ◆「キャリアデザイン力」 
ふるさと小浜への愛着と誇りを根幹に、これからの社会や地域

の在り方と関わらせて自己の生き方を考え、「志」を持って学び

に向かう力 
 

＜育成の重点とする資質・能力＞ 

◆「問題解決能力」 
自ら問題を発見し、解決のための課題を設定して、創造性豊か

に問題解決に取り組んでいく力 
 

＜問題解決過程を支える重要な資質･能力＞ 

◆「各教科等で育む資質・能力」 

各教科等の内容を学ぶ中で習得し、育む資質・能力（3 つの柱で

示される資質・能力） 

◆「情報活用能力」 

情報および情報技術を有効適切に活用して、問題発見・解決し

たり自分の考えを形成したりする力 

◆「自己調整能力」 

自己肯定感や自制心、忍耐力、メタ認知など自己をよりよくコ

ントロールして問題解決を図る力 

◆「コミュニケーション能力」 

多様性を尊重し、適切な人間関係を構築して、協働して問題解

決を図る力 
 

４ 食への理解を深め、望ましい食習慣を育む 

○ 箸を正しく使って、魚を美しく食べ

る児童生徒を育てる。 

○ 望ましい食習慣の実践力を身に付

けた児童生徒を育てる。 

◇ 小浜市が進める「食のまちづくり」と連動させ、ふるさとの食文化や郷土料理に関する体験学習を積極的に取り入

れた食の教育の推進を図る。特に、正しい箸使いときれいな魚の食べ方に指導の重点を置く。 

◇ 家庭や食育推進アドバイザーと連携して、栄養のバランスや規則正しい食生活、食品の安全性、ふるさとの食文化

等についての理解を深めるとともに、望ましい食習慣の実践力を高める学習を推進する。 

◇ 児童生徒の健康とふるさと愛を育むため、地域の食材を活用した校区内型地場産学校給食の充実を図る。 

〇ふるさと小浜食育推進事業（市） 

（地場産学校給食・ｼﾞｭﾆｱｷｯﾁﾝ・中学生の

地場産食材を使用した家庭科教育） 

 

５ すべての児童生徒と教職員が、生き生きと学び働くことのできる学校づくりを進める 

〇 Society5.0の時代に求められる学校

教育の実現に向けて、学校 DX を推進

する。 

〇 生徒の土日における地域スポーツ・

文化芸術活動の環境整備を推進する。 

○ 生徒指導の３機能が行き届いた学

校経営、学年経営、学級経営を進める。 

○ 特別支援教育の視点に立った学校

経営、学年経営、学級経営を進める。 

○ 家庭・地域との連携の充実を図る。 

○ 学校の業務改善、教員の働き方改革

を推進する。 

 

◇  授業・研修・校務にわたって学校 DX を一体的に進める。そのために、「小浜市学校 DX 推進組織」を整え、校

長・教頭は適切なリーダーシップとマネジメントを発揮する。教育委員会は、学校の取組を十分に支援していく。 

◇ 土日における学校部活動から地域クラブ活動への移行をいっそう進め、生徒がスポーツ活動や文化芸術活動を行う

上で望ましい環境を整備していく。令和６年度は、土日の学校部活動は月 2 回までとする。 

◇ 「子どもに自己決定の場を与える」「子どもに自己存在感を与える」「共感的な人間関係を育成する」ことを基本

に、教育活動全体を通して、児童生徒相互および児童生徒と教職員の良好な人間関係を築く。 

◇ 児童生徒や保護者の立場に立って、子どもの権利が尊重される教育活動と誠意ある対応を進める。 

◇ 児童生徒のサインを見逃さず、いじめ・虐待・不登校・問題行動等の未然防止・早期発見・早期対応を進める。 

◇ 気がかりな児童生徒はもちろんのこと、すべての児童生徒の指導において、特別支援教育の視点を十分に取り入れ

た教育活動を推進する。 

◇ 「家庭・地域・学校協議会」の実質的運営を確立し、学校経営に積極的に活かす。 

◇ 管理職は教職員との意思の疎通を密にし、教職員の心身の状況を把握して、適切なメンタルヘルスケアを行う。 

○学校生活支援員配置事業（市） 

○ふれあいスクール事業（市） 

〇いじめ等問題行動対策総合ｻﾎﾟｰﾄ事業（市） 

〇ｽｸｰﾙｶｳﾝｾﾗｰ配置事業（市・県） 

○ｽｸｰﾙｿｰｼｬﾙﾜｰｶｰ配置事業（県） 

○学校生活ボランティア推進事業（県） 

○教員の業務改善推進事業（部活動指導員・

学校運営支援員の配置）（県・市） 

〇地域クラブ指導者活用事業（市） 

 

 

令和６年３月１８日定例教育委員会 
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小浜市学校DX推進組織

小浜市教育委員会（教育長）

学校DX推進本部（教頭会）

校長会

校務DX部会 授業・研修DX部会

学校DX推進支援員

外部アドバイザー

（教頭・教務主任・事務職員） （研究主任・ICT主任）
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会
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委
員
会
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会

内
外
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委
員
会

小
浜
美
郷
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学
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推
進
委
員
会

今
富
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校
D
X
推
進
委
員
会

加
斗
小
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進
委
員
会

小
浜
中
学
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X
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進
委
員
会

口
名
田
小
学
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D
X
推
進
委
員
会

中
名
田
小
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D
X
推
進
委
員
会

小
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第
二
中
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X
推
進
委
員
会

校務DX ∽ 授業DX ∽ 研修DX
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